
一人ひとりが交通ルールを守り
交通安全に努めましょう

「年末年始の
交通事故防止運動」
が始まります

製造業事業所の皆さんへ

統計調査に
ご協力ください

　
七
城
出
身
で
藩
校
「
時
習
館
」
の
訓

導
に
な
っ
た
人
物
に
、
加
恵
村
（
現
・

菊
池
市
七
城
）の
栃
原
五
郎
助（
伯
立
）

と
栃
原
助
之
進
（
知
定
、
東と
う
皐こ
う
）
父
子

が
い
ま
し
た
。
今
回
は
父
の
栃
原
五
郎

助
（
一
七
九
七
〜
一
八
四
九
）
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
栃
原
五
郎
助
は
、
寛
政
九
年
に
加
恵

村
の
富
農
・
寸
志
郷
士
（
地
士
）
の
九

郎
助
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
時

か
ら
「
豪ご
う

邁ま
い

」、
即
ち
気
性
が
強
く
才

に
優
れ
て
い
た
が
、
農
作
業
は
手
伝
わ

ず
に
、
た
だ
「
読
書
」
を
好
み
、
村
医

者
の
野
中
見
寿
翁
に
学
び
ま
し
た
。

　
五
郎
助
は
十
二
歳
の
時
、「
時
習
館
」

教
授
近
藤
淡
泉
（
英
助
）
に
、
そ
の
学

才
を
見
出
さ
れ
、
父
九
郎
助
は
、
文
化

七
（
一
八
一
〇
）
年
十
四
歳
の
五
郎
助

を
熊
府
（
熊
本
城
下
）
に
遊
学
さ
せ

ま
し
た
。
五
郎
助
の
学
問
は
非
常
に

進
み
、
誰
で
も
そ
の
才
能
を
認
め
る

ま
で
に
な
り
、「
時
習
館
」
の
居
寮
生

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
郎
助

は
「
昼
夜
刻
苦
、
勤
学
十
年
」、
文
政

二
（
一
八
一
九
）
年
十
一
月
に
は
、
藩

命
に
よ
り
江
戸
の「
昌
し
ょ
う
平へ
い
黌こ
う
」に
遊
学
、

同
十
一
（
一
八
二
八
）
年
七
月
に
士
席

に
列
せ
ら
れ
、「
文
章
師
」
と
な
り
ま

し
た
。

　
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
正
月
、
五

郎
助
は
再
び
江
戸
遊
学
を
命
じ
ら
れ
、

依よ

田だ

博
士
塾
つ
い
で
松ま
つ
崎ざ
き
慊こ
う
堂ど
う
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
天
下
の
知

名
士
が
会
す
る
「
海か
い

鴎お
う

社し
ゃ

」
に
参
加
、

川
北
温お
ん
山ざ
ん
・
安あ

積づ
み
艮こ
ん
斎さ
い
・
森
樅し
ょ
う
ど
う
堂
・
野

田
笛て
き

浦ほ

な
ど
と
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

五
郎
助
は
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）

六
月
に
は
「
文
章
師
」
で
「
中
小
姓
」、

同
十
二（
一
八
四
一
）年
に
訓
導
助
勤
、

翌
十
三
年
八
月
に
は
「
時
習
館
」
訓
導

本
役
と
な
り
ま
し
た
。　

　
嘉
永
二（
一
八
四
九
）年
九
月
九
日
、

川
尻
の
大
慈
寺
で
の
重
ち
ょ
う
陽よ
う
節せ
つ
（
菊
の
節

句
）
に
列
席
、
帰
途
病
気
と
な
り
、
家

で
の
治
療
の
甲
斐
な
く
、
同
二
十
八
日

五
十
二
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。「
時
習

館
」
教
授
の
近
藤
淡
泉
撰
の
墓
誌
が
あ

り
ま
す
。

●
お
わ
び
と
訂
正

　
前
号
の
石
淵
八
龍
（
万
寿
）
の
「
万

寿
」
の
読
み
は
「
ば
ん
じ
ゅ
」
の
誤
り

で
し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑰

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
従
来
か
ら
、「
世
界
人

権
宣
言
」
採
択
の
日
の
12
月
10
日
（
人

権
デ
ー
）
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
年
も
、
12
月
４
日
（
火
）
か

ら
12
月
10
日
（
月
）
ま
で
の
１
週
間
を

「
第
59
回
人
権
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

●
強
調
事
項

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

「時習館教官名録」（上）にある「栃
原五郎助」と「栃原助之進」の名
（左）・熊本県立図書館蔵

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

第
59
回
人
権
週
間　

12
月
４
日（
火
）〜
12
月
10
日（
月
）

㉛

育
て
よ
う  

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

父
子
学
者
―
栃と

ち

原は
ら

五ご

郎ろ
う

助す
け（
漆し

っ

潭た
ん

・菊き
く

潭た
ん

）

　西部市民センターでは、市民一人ひとりが
人権問題について理解を深め、自らの意識を
見つめ直し、自らを啓発していくことを目的
に、講演会を開催します。
　市民の皆さんの多数の参加をお待ちしてい
ます。
と　き　12月 20日（木）午後 7時～
ところ　菊池市西部市民センター
講　師　浄土真宗本願寺派浄光寺住職
橋津和寛（はしつかずひろ）さん
演　題　「私が変わるために」
問い合わせ先
西部市民センター　☎（25）2627

平成19年度人権週間
「人権啓発講演会」を開催します

◎
Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
は
、
平
成
20
年

度
末
ま
で
に
全
国
で
導
入
さ
れ
ま

す
。

◎
Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
の
導
入
に
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

•
本
籍
が
空
欄
の
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

•
偽
変
造
が
困
難
で
あ
る
と
と
も
に

偽
変
造
免
許
証
を
用
い
た
架
空
名

義
の
携
帯
電
話
契
約
や
銀
行
口
座

開
設
な
ど
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
犯
罪
を
防
止
し
ま
す
。

◎
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
へ
の
記
録
事
項
は
限

ら
れ
ま
す
。

•
免
許
証
に
表
示
さ
れ
た
内
容
と
本

籍
の
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
違
反

歴
な
ど
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
免
許
更
新
な
ど
の
際
、
暗
証
番
号

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
暗
証
番
号
は
、
４
桁
の
数
字
２
組

で
す
。

•
２
組
同
じ
番
号
で
も
構
い
ま
せ
ん

が
、
設
定
し
な
い
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

の
個
人
情
報
を
第
三
者
に
読
み
取

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

•
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
物
品
代
と
し
て
、

４
５
０
円
加
算
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

◎
現
在
お
持
ち
の
運
転
免
許
証
は
、

そ
の
ま
ま
有
効
で
す
。

•
次
回
の
更
新
の
際
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

運
転
免
許
証
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
警
察
署
免
許
係

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

　学校におけるいじめ、体罰、職場内のいじ
め、嫌がらせ、児童虐待、高齢者虐待、振り
込め詐欺、相続、登記、戸籍などの相談をお
受けします。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。
と　き　12月 5日（水）
　　　　午前 10時～午後 3時
ところ　菊池市中央公民館、七城多目的研修
センター、旭志老人憩の家、泗水地域福祉セ
ンター
担当者　人権擁護委員
問い合わせ先　市民課　☎（25）7211

特設人権相談所開設

期　間　12 月 21 日（金）～平成
20年 1月 3日（木）の 14日間
運動の重点
1、飲酒・暴走運転等の悪質・危険
な運転行為の追放

2、  高齢者の交通事故防止と「ひの
くにピカピカ運動」の推進

3、後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用
の徹底

主　唱　
　熊本県交通安全推進連盟
　この運動は、例年、年末年始に交
通事故が多発する傾向にあることか
ら、広く市民に交通ルールの遵守と
交通マナーの実践を呼び掛けること
により、交通安全思想の普及・浸透
を図り、市民が自ら進んで交通安全
に取り組むことで、交通事故防止の
徹底を図ることを目的に行われます。
　一人ひとりが交通ルールを守り、
交通安全に努めましょう。
問い合わせ先
安全対策課　☎（25）7203
または　各総合支所総務振興課

（入場無料）大きさは同じです
（0.26mm 厚くな
ります）

IC チップが内臓
されます

本籍は IC チップ
にのみ記録するの
で空欄です

公共事業入札の公表
●入札（開札）日：10月 16日

件　　名
工　事
（履行）
場　所

落札額（税込・円）
落札者 指　名

業者数
事　業
担当課予定価格（税込・円）

平成19年度西寺（7061・
7069-1・7069-3・7070-1・
7070-2・7156・7160・
7162・7163・7165）
築造工事

野間口
外

31,815,000

㈱荒木建設 11 下水道
課

32,825,000

平成19年度大琳寺木庭橋線回
遊道路整備工事 隈府

35,563,500
㈱竹﨑建設 10 都　市

整備課41,836,000

平成19年度上町線回遊道路整
備工事（１工区） 隈府

29,032,500
㈱前川建設 11 都　市

整備課29,933,000

●入札（開札）日：10月24日

平成19年度砂田団地
改修工事

七城町
砂　田

14,277,900 ㈱美　麗
建設工業 11 都　市

整備課14,570,000

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時30分～午後5時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

●おわびと訂正
　11月号に一部誤りがありました。
　28ページ「公共事業入札の公表」の予定価格と落札額の標記が逆
になっていました。おわびして訂正します。

　平成 19年工業統計調査を、
12月 31日現在で行います。
　工業統計調査は、製造業を営
むすべての事業所を対象として、
その活動実態を明らかにするこ
とを目的としています。
　調査の実施に当たっては、
12月から来年 1月にかけて調
査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していた
だいた内容については統計法に
基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。
問い合わせ先
　情報企画課統計調査係
　☎（25）7253

熊
本
県
警
察
で
は

平
成
20
年
１
月
４
日
申
請
分
か
ら

運
転
免
許
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
し
ま
す
！
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111


